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(1961) に至る死者3 ， 930人、死産409件の記録が収められている。それによると、
a )死亡数の年次別変動が激しく、コレラ、流感、天然痘などの流行時は、例年の 2-4 倍に達し
ている。これは伝染病が部落に侵入したときの猛烈な蔓延ぶりを物語るものといえよう。


























乳児死亡率(出生千対) 55.6 35.6 









れ、すべて飲用不適と判定された。しかも、この水を 1 ， 500世帯5 ， 800人が長年飲んできた事実は
重大で、ある。
〈註 3 西郡部落の赤痢患者数の推移
(昭33) 31 (昭34) 33 (昭35) 41 (昭36) 35 
(昭37) 7 (昭38) 5 (昭39) 6 (昭40) 7 































著者は寺院保管の過去帳を利用して、歴史人口学 (Histori cal Demography )的方法を確立する
のに役立てた。これは未解放部落の保健衛生の系譜を解明するだけでなく、新しい社会医学的研究方
法に寄与する実証的研究である。すなわち近代的国家における人口動態統計の整備以前の社会におけ
る人口学的研究に寄与するものである。また人口動態調査制度の整備された以後でも、問題地域の分
析に利用可能な研究方法として妥当かつ有効で、あることを明らかにした。具体的には、未解放部落の
人たちが明治維新後も非人間的な部落差別政策の犠牲となり、残酷なかたちで生命と健康を蝕ばれて
きた社会的事実を明らかにしている。
現状の調査は、部落解放運動との結合で取組まれており、調査結果が環境改善および保健対策に直
結している点は特色である。とくに赤痢予防のとりくみは、その後の部落解放運動における健康を守
る諸活動に及ぽした影響が大きく、「同和対策審議会答申」や「同和対策事業特別措置法」の実現を推
進する上で貢献した点などは評価に値する。
本研究から導き出される教訓や問題点は、単に部落の保健衛生にとどまらず、日本の全国民の健康
問題に対して示唆するところが少なくない。
要するに本研究は、未解放部落の保健衛生を社会医学的に解明した日本における最初の研究であり、
今後の保健衛生対策に寄与するところが大きいものと認める。
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